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ゾラとマネ:共和主義者の共闘
- 1870年代パリの都市情景における芸術と政治の問題について

Zola and Manet: A Joint Struggle ofRepublicans - Art and Politics ofthe Parisian Cityscape in the 1870s 

吉田典子 Noriko Yoshida 

概要

本稿は、マネによるノミリ市役所の壁画フ。ラン(1879)

を中心として、『パリの胃袋Jl(1873)から『ボ、ヌーノレ・デ・

ダム百貨庖Jl(1883)までのゾラの小説と、マネおよび、印

象派の絵画との関係について検討するものである。一

般にはゾラとマネの共闘関係は、1860年代後半がピー

クであると考えられているが、70年代から83年にマネが

亡くなる年まで、両者にはとりわけ共和主義者として、

共通の社会的な主題が存在していることを示した。

第3共和制初期のフランスにとって最大の関心のひ

とつは、普仏戦争とパリ・コミューンで、疲弊したパリを復

興し、 新しい共和国の首都として再構築することで、あっ

た。とりわけ画家たちの関心は、第2帝政期のパリ改造

によって作られた単調で、面白みのない都市を、より多

様で活気に満ちた色鮮やかな空間へと「装飾Jするとと

に向けられた。マネの市役所壁画プランもそうした共和

主義的な「装飾」の一環と見なすことができる。鉄とガラ

スの中央市場を野菜や果物の鮮やかな色彩の斑点

tachesで、彩色したゾラの『パリの胃袋』は、画家たちに

新しい芸術の指針を示し、 モネやルノワール、カイユ

ボ、ットらの都市風景画に影響を与えた。また主人公フロ

ランの部屋の「革命的装飾Jは、モネとマネによる旗で、

飾られた都市風景につながる。とりわけマネの((モニエ

通り》連作には、新興の町並みと労働者の悲惨が対比

され、 『居酒屋Jl~ナナ』と共通する社会認識が認められ

る。さらに、マネの((フォリ・ベルジエールの酒場))は、

1880年代に入ってますます進展する商業主義のなか

で誕生した「売り子Jとしづ新たな労働者に注目し、その

眼差しを作品の中心に据えた点で、ゾラのデ、パート小

説の先触れとなっている。

キーワード:テクスト文化、 視覚文化、エミール・ゾラ、エ

ド、ウアール・マネ、印象派、第3共和制、 都市情景
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Abstract 

This paper examines， starting with Manet's decorative 

plan for the new Paris City Hall (1879)， the relations 

between Zola's novels from The Belか01Paris (1873) to 

Ladies' Pαradise (1883) and contemporary paintings by 

Manet and Impressionists. The general belief is that 

the joint struggle of Zola and Manet climaxed in the late 

1860s. However， this paper demonstrates that their 

sh紅 edsocial themes as republicans extended through 

the 1870s until Manet's death in 1883. 

A chief concem for the early French Third Republic 

was to revive the city of Paris丘omthe disasters of 

Franco-Prussian War and Paris Commune and recon-

struct it as the new capita1. Among all， the painters 

intended to "decorate" the monotonous city， renewed by 

Haussmann in the Second Empire， into a diverse， vital 

and brilliant space. Manet's plan for a mural painting 

may be considered as a part of such republican "decora-

tion." Zola's novel， The Belか01Paris， depicts the 

Central Marketplace of iron and glass being made col-

or向1by the "taches" of various vegetables and fruits， 

which possibly suggested a new technique for Renoir， 

Monet and Caillebotte. The "revolutionary decoration" 

of Florin's chamber in the novel seems to have inf1u-

enced the cityscape decked with f1ags by Monet and 

Manet. Especially Manet's Rue Mosnier paintings， 

conむastingthe newly developed city with the misery of 

the working classラ demonstrate the same social 

consciousness as L 'Assommoir and Nana. Finally， 

Manet's Bar at the Folies-Bergeres precedes Zola's 

novel on the department storeラ infocusing on the 

barmaid or shop girl， a new profession brought forth by 

the increasing commercialism in the 1880s. 

Keywords: Text Culture，巧'sualCulture， Emile Zola， 

Edouard Manet， Impressionists， Third Republic， 

Cityscape 
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1.はじめに:ゾラの美術批評とマネ・印象派

美術批評家としてのゾラが、マネや印象派、そしてセ

ザンヌに対して、どのような評価をしたかということにつ

いては、すでにいろいろな研究があるゾラとマネの関

係については、 1866年、『エヴェヌマン』紙に掲載した美

術批評で、ゾラがスキャンダ、ノレの渦中にあったマネを擁

護し、将来のルーヴル入りを予告したこと、翌1867年に

は長大なマネ論『エド、ウアール・マネ 伝記的・批評

的研究』を書き、その返礼にマネが((エミール・ゾラの肖

像》を描いたことは、よく知られている。1868年のサロン

においてゾラは、肖像画のために自身が何度もポーズ

を取った体験を語りながら、「自然なしでは何もできな

しリ却、うマネを「ナチュラリスト(自然主義者)Jと呼び、

自らの文学との結びつきを確認するまた、モネら後

の印象派の画家たちについても、「現代の現実」を個

性的な「気質」をもって描く「レアリストJ、「アクチュアリス

トjそして「ナチュラリスト」として、彼らを積極的に評価し

てして。このようにして、 1860年代後半にゾラは、マネを

はじめとする新しい流派の画家たちとのあいだに、文

学と絵画の一種の共同戦線を打ち出したので、あった。

その後、普仏戦争(1870)やパリ・コミューン(1871)を

経て、第3共和制下において、 1874年を皮切りに印象

派展が開始される。ゾラもこれらの展覧会には、短いな

がらも好意的な批評を送るが、 1878年'"'-'1879年から、

印象派に対するゾラの言辞に変化が生じる。1878年の

批評記事の末尾では、「印象派によって開始された革

命は素晴らしいことJとしながらも、「新しい方式 la

nouvelle formuleを実現するであろう天才芸術家を待

つ必要があるJとしづ天才待望論を表明することで、印

象派に対する一種の不充足感をあらわにする30 1879 

年になると、印象派への不満はさらに明確になる。ゾラ

は、印象派のテクニック不足を指摘し、彼らが「先駆者j

pionniersでしかないこと、安易で素早い制作に満足し、

「長いあいだ熟考された作品の堅固さJla solidite des 

白 uvreslonguement mediteesを軽んじていることを批

判するのであるマネに対しても、見事な目を持ってい

るとしながらも、「その手は目に及ぱなしリ samain 

n' egale pas son田il、「ひとつの技術を作り上げるすべを

矢口らなしリ 11 n' a pas su se constituer une technique、し

たがって「描き始めたときに自分がどこに向かうのかも、

またそもそもどこかに行き着くのかどうかさえもわからな

しリ、そのため成功した作品は素晴らしいが、時には道

に迷って不完全な作品もある、と述べるのである

こうしたゾラのマネ評価は、その後のマネ没後に書か
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れた回顧展のカタログ序文(1884)を踏まえてさらに検

討すべき問題を苧んでいかが、ここで述べておきたい

ことは、この時期のゾラの、マネや印象派に対する不満

のなかには、画家が明確なプランないしフ。ログラムを

持って自身の作品を構築していない、とし、うことがあっ

たと思われる。それは、 1個の作品の制作に関してだけ

でなく、総体としての作品世界としづ意味でもあるだろう。

なぜならゾラは明らかに、自らの壮大な文学プランに呼

応するような画家を求めていたが、その文学プランとは

『ノレーゴ、ン=マッカール叢書JHこよって同時代のフラン

スにおける人間と社会の真実を書き尽くそうとすること

で、あった。ゾラが「新しい方式Jla nouvelle formuleと

いうとき、それは、彼の提唱する「自然主義の方式Jla 

formule naturalisteのことに他ならない。ゾラが印象派

やセザンヌに十分な評価を与えることがで、きなかったの

は、自分とともに戦う仲間だと思っていた画家たちが、

より純粋な絵画的・造形表現的な価値を求めて、戦い

の方向を転換していったからで、あるというドミニク・フェ

ルナンデ、スの見解は、おそらく正しいのだろう

ゾラは、 79年'"'-'80年にはパスティアン=ルパージュ

やジェルヴエックスなど、彼が「自然主義の方法を絵画

に応用することによって成功を収めた8Jと考える画家た

ちにも一定の評価を与えるが、やはり留保付きの評価

でしかなしJ。自身の文学に呼応する絵画的試みとして

ゾラが最後まで望みを託したのは、やはりマネだったの

ではないだろうか。そしてマネは1883年に亡くなってし

まうが、マネの方で、もまた、ある程度まではそうしたゾラ

の要請に応えようとしたのではないだろうか。

本論の目的は、こうした可能性を検討するために、ゾ

ラの美術批評だけで、はなくその小説作品を中心的な資

料として、同時代の社会的・政治的背景を踏まえながら、

マネの絵画作品との関係を再考することである。という

のも、 一般にはi[マネの]ゾラとの共闘関係も1860年代

後半がピークで、あった10Jと考えられているからである。

なるほど、美術批評を見るかぎり、 1870年代以降に関し

ては、ゾラのマネへの賛辞もおおむね60年代後半の論

旨の繰り返しで、あってそれほど目新しい点はなく、また

マネの絵画((ナナ))(1 877) とゾラの小説『ナナ~(1880)と

の関係や、 1879年春~夏頃に、マネがアレクサンドリー

ヌ・ゾラ夫人のパステルによる肖像画を制作しているこ

となどが知られているものの、それらは散発的な出来事

と見なされがちである。

それに対して、本稿においては、 1873年のゾラの小

説『パリの胃袋』を起点として、『居酒屋~(1877)~愛の一
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ページJl (1878)~ナナJl(1880)品、った小説群、さらには、

『ボ、ヌール・デ・ダム百貨盾Jl(1883)とマネ晩年の大作

《フォリ・ベルジエールの酒場))(1881-82)の関係までを

含む約10年間を視野に入れて、ゾラとマネおよび印象

派の関係についての考察を進めていきたいと思う。

2.1879年マネ:パリ市役所壁画プランをめぐって

検討の手がかりとして最初に取り上げたいのは、マ

ネが1879年4月10日の日付で、セーヌ県知事へ宛てて

送った手紙で、ある。これは、パリ・コミューン時に火災に

よって焼失し、建て替えがおこなわれたパリ市役所の

市議会議場Oasalle des seances du Conseil municipal) 

の壁画装飾のためのプランを提案したものである。

私は一連のコンポジションを描くつもりですが、そ

れは、今日では聖別された、私の考えをよく描い

ている表現を使うならば〈パリの胃袋〉を表象する

もので、それぞれの社会環境の中で活動する各

種の同業者団体とともに、我々の時代の公的かっ

商業的な生活を表現するものです。市場のパリ、

鉄道のノ旬、橋のパリ、地下のパリ、競馬場と公園

のパリを描くことになるで、しょう。天井には、市民と

してパリの偉大さと富に貢献した、あるいは現に貢

献しているすべての同時代人が、それぞれにふさ
ギャラリー

わしい動きで周囲を巡っているような回廊を描くつ

もりです。

Peindre une serie de compositions representant， 

pour me servir d'une expression aujourd'hui con 

sacree et qui peint bien ma pensee，“Le Ventre de 

Paris"， avec les diverses corporations se mouvant 

dans leur milieu， la vie publique et commerciale de 

nos jours. J' aurais Paris一Halles，Paris-Chemins de 

fer， Paris-Pont， Paris-Souterrain， Paris-Courses 

et jardins. Pour le plafond， une galerie autour de 

laquelle circuleraient dans des mouvements ap-

propries tous les hommes vivants qui， dans l' ele-

ment civil， ont contribue ou contribuent a la 

grandeur et a la richesse de Parisll
. 

この計画は残念ながら実現されることはなかったが、

マネは相当真剣で、あったらしし，12 この手紙を引用して

しも古くからの友人のアントナン・フ。ノレーストは、当時の

マネの憤慨ぶりを伝えるとともに、「マネは生涯を通じて、

あるモダンで装飾的な大作を描こうとしづブρランを持つ
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ていた、しかし人々は彼にそれを実現させなかった13J 

(傍点引用者)と書いている。

『パリの胃袋』とし1うのは、ゾラが1873年に出版した

小説で、あるO この物語は、オスマンのパリ改造の一環と

して建てられた鉄骨とガラスのパリ中央市場を舞台とし

て、大量の食料品とそれを売る商人たちがうごめく世

界のなかで、 一人の夢想家肌の共和派青年フロラン

が政治的・社会的に挫折する物語を描いている。この

小説には、フロランの友人として、中央市場近辺を俳

?回している貧乏画家クロード・ランチエが登場する。後

の小説『作品(制作)Jl (1886)の主人公となる画家であ

る。芸術界を描いたゾラの小説といえば、『作品 (制

作)Jlが有名であるが、この小説が、1886年としづ印象

派の運動が終息を迎えた年に書かれ、懐古的な色彩

が強いと同時に、象徴主義や表現主義への方向性も

うかがわれるのに対し、 1873年としづ第1回印象派展の

前夜に出版された『パリの胃袋』が、ゾラと仲間の画家

たちにとって、非常に重要な作品で、あったとし、うことは、

十分に推測できることである。マネは出版された小説

をゾラから献呈されるとすぐさま礼状を送り、「とてもお

いしそうで、新鮮な青果の匂いを発散させているこの

いちばん新しい本14Jに謝辞を呈している。マネは壁画

プランのなかで、「パリの胃袋Jとしづ表現について「今

日では聖別された表現June expression aujourd'hui 

consacrω と書いているが、との consacrω というの

は「神聖なものにされたJi正式に認められたjとしづ意

味であり、このゾラの小説は、当時の新しい絵画の画

家たちにとって、いわば一種の「聖書」で、はなかっただ

ろうかと推察されるのである。そのことは、たとえばベル

ト・モリゾが母親にこの本を読むように勧めたという事

実からも窺うことができる。もっともモリゾ夫人は、「あな

たのゾラ」はあまり気に入らないこと、自分は「この流派

には与さなしリ (Non，decidement， je ne suis pas de 

l' ecole!)ことを言明するのであるが15、そのことは逆に、

ゾラと画家たちがひとつの「流派」を形成していたこと

を証拠立てるであろう。

マネによる市役所の壁画装飾フ。ランには、ゾラの示

唆があったということは、十分に考えられる。まず、 「市

場Ji鉄道Ji橋Ji地下Ji競馬場と公園J台、う、都市のト

ポスの選択(特に「地下J)が非常にゾラ的であるし、ま

た何よりも、同時代の人々の生活を映し出す大々的な

壁画を描くというのは、『作品(制作)Jlのなかでクロー

ド・ランチエが語っていることだからである。『作品』の最

初の方で、クロードと作家志望の友人サンドーズが、互



『表現文化研究』第9巻第l号 2009年度

いに壮大な作品構想を語り合う場面があるが、このとき

クロードは次のような理想を語る。

「ああ!すべてを見、すべてが描けたら!壁とし、う

壁が絵で覆われるのだ。駅も、市場も、役所も、こ

れから建てられるものすべてが装飾される白co同

のだ。そうなれば建築家も、もはやうかうかしてお

れないだろうよ。強靭な筋肉と頭脳こそ要請される。

主題には事欠かなし1からな。いいか、さまざまの

人生が往来に溢れている。貧しい者、富める者、

あらゆる人間の生命が、市場に、競馬場に、大通

りに、庶民の密集する路地裏にと、し、たるところに

満ち溢れているんだ。どの職業も活気がみなぎり、

あらゆる情熱が白目の下で、燃えたぎ、っている。そ

れに、農民だ、動物だ、田園だ!今に見てろ!俺

は馬鹿じゃないぞ!この手がむずむずしてるん

だ!しかり、現代生活のすべてを描くんだ!パン

テオンのごとき巨大な壁画だ!ノレーヴルを昨裂さ

せる大作品群だ!J 

この画家と作家の二人が一緒になるといつもこの

ような興奮状態になるのだったへ(傍点引用者)

これは、小説中の絵画《外光))(マネの《草上の昼

食》を思わせる作品)のために、サンドーズがポーズを

取っている場面でのクロードの台詞であるが、ここでゾ

ラは、自らが画家に求める理想、を吐露しているように

思われる。それは、『ノレーゴ、ン=マッカール叢書』と同

様に「現代生活のすべて」を描く絵画で、あった。同時

に注目しておきたいことは、それらが都市の建築物を

「装飾Jdecorerするものとして構想されていることで

あるが、この点については後の章で検討する。いずれ

にせよ、ゾラがマネに、壮大な構想を持った壁画大作

を描かせたかったことは確かで、あろう。そしてマネもま

た、同じような理想を、上記の知事宛の手紙で、語って

いるのである。

3. 1870年代パリの政治状況

ここで同時代の政治史を参照すると、マネがこの手紙

を書いた1879年4月としづ時期はかなり示唆的である。

つまりそれは、同年1月におこなわれた選挙で、共和派

がそれまでの下院だけでなく上院でも多数派を占め、

王党派のマクマオン大統領がついに辞任に追い込まれ

て、共和派が全面的な勝利を収めた直後なのである。

マネが若い頃から熱狂的な共和主義者で、あったこと
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はよく知られている。普仏戦争の時には、その愛国的

な共和主義から国民軍 Gardenationaleに入隊し(最

初はドガとともに砲兵隊に「志願砲兵 canonniervo 

lontaireとして、次いで参謀本部中尉 lieutenantde 

l冶tat-majorとして)、フOロシア軍による包囲下のパリで、

厳しい寒さと飢えを経験する。家族や友人に送った手

紙には、「肉屋は週のうち3日しか屈を開けず、人々は

朝の4時から行列しており、列の後ろだと何も買えない

(1870年9月30日)J I今やパリでは、猫や犬やネズミの

肉を売っている (ll月19日)J Iガスはなく、 黒パンだけ

で、昼も夜も大砲の音が鳴り止まない (1月15日)Jと書

き記している。1月28日のノミリ降伏の後、マネは、オロロ

ンに疎開していた家族のもとに戻り、ボ、ルド一、アルカ

ションを経てパリに戻ろうとするが、 3月28日のパリ・コ

ミューンの成立宣言が、その帰還を遅らせた。したがっ

て、コミューンの最中には彼はパリにいなかったが、コ

ミューン成立後にクーノレベの音頭取りで、結成された「芸

術家連盟JFederation des artistesには、マネの名前

はメンバーとして記載されている。また、政府軍によるコ

ミューン弾圧の報を受け、急いでパリに戻ろうとしたこと

は確かで、マネはコミューンの惨状を描いた数少ない

画家となった17【図1]【図2]【図3]【図4]。

パリ市役所は、コミューンのいわば「記憶の場18J 

lieu de memoireである。コミューンの成立は市役所前

広場で宣言され、赤旗のなびく広場を数万のノミリ市民

が埋め尽くし、祝砲やファンファーレのとどろくなかで、

「共和国万歳 !J Iコミューン万歳!Jの声が響き渡っ

たといわれる19。その市役所が5月21日から28日までの

「血の週間Jla semaine sanglanteと呼ばれる政府軍

との攻防で炎上し、廃嘘と化してしまうのである。ゾラも

コミューン自体に関しては疑義を呈した記事を書いて

いるが、基本的には熱烈な共和主義者である。やはり

コミューンの最中はパリを離れていたが、内戦の直後

に戻ってきたパリの惨状に惇然とする。

コミューン後のフランスにとっては、戦争と内乱による

多数の死者、莫大な賠償金、アルザ、ス・ロレーヌの割譲

などにより、疲弊しきった国を立て直すことが急務で、

あった。しかし政局はなかなか安定しない。1870年代

前半ではまだ、国民議会で王党派が大きな勢力を占

めていた。1873年5月にティエール大統領は辞職に追

い込まれ、後任にはパリ・コミューン鎮圧の指揮をとっ

た王党派のマクマオン元帥が選出される。マクマオン

大統領は「道徳秩序Jl' ordre moraleのスローガンを

掲げ、教会と名望家層を主体とした社会をめざし、 一
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時は王政復古の可能性すらあり得た。マネの戯画《ポリ

シネル))【図5]は、マクマオン大統領【図6】を皮肉った

もので、マネはこれを版画にして大量に流通させようと

したが、察知した警察が事前に差し止めるとしづ出来事

があった20

徐々に巻き返しを図る共和派は、1875年に共和国

憲法を1票差で成立させる。1870年代後半は、王党派

と共和派の勢力が措抗していた時期である。1876年3

月の選挙で共和派が下院で圧勝するが、その勢力が

確かなものとなるのは、前述のように、1879年1月の選

挙で上院でも共和派が多数派を占め、マクマオン大統

領が辞任に追い込まれたときのことでしかない。この後

ようやく第3共和制は完全な共和派の政権となり、1880

年代にはジュール・フェリーを中心とする穏健共和派の

内閣が、ラ・マルセイエーズ、を国歌に定め、パスティー

ユ襲撃の7月14日を国民の祝日にするなど、一連の共

和主義的改革を進展させていくことになる。

したがって、1879年4月の時点で、共和派の画家が、

コミューンの廃嘘から立ち上がって新しく生まれ変わっ

たパリ市役所の新庁舎に、新しい共和国にふさわしい

壁画を描くとしづ行為は、相当に大きな意味を持ってい

たと思われるのである。

それでは、との壁画プランにおいて、マネが『パリの

胃袋』としづ小説を喚起したのには、どのような意味が

あったのだ、ろうか。とこで、『パリの胃袋』を出発点として、

ゾラとマネや印象派の画家たちにおける1870年代の政

治と芸術の関わりを考えてみたい。

4. Wパリの胃袋』における政治と芸術

『パリの胃袋』の主人公の共和派青年フロランは、

1851年12月のルイ・ナポレオンによるクーデタの際に無

実の罪で逮捕され、南米ギアナのカイエンヌに流刑に

処された過去を持つO 飢餓に苦しみ、脱獄してパリに

舞い戻ってきたのは、 7年後のことである。小説は、ほと

んど、行き倒れになっていたフロランが、郊外からパリに

野菜を運ぶ荷馬車に助けられ、真夜中の中央市場ま

で運ばれるところから始まる。飢えて痩せ衰えたフロラ

ンが見たものは、帝政の繁栄のなかで飽食に酔いしれ

る「太ったj人々の姿で、あった。フロランは、弟のクニュ

とその妻リザ、の営む近代的なシャルキュトリー(豚肉加

工品屈)に居候し、太った連中と大量の食べ物に取り

巻かれ、たえまない吐き気に悩まされる。そして近隣の

カフェの小部屋に集まる不満分子のグループρに加わる

ようになり、ついに帝政の転覆を企てる武装蜂起の計
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画に加わる。しかし恐れをなしたりザが警察に密告、フ

ロランはふたたび、逮捕され、中央市場は安泰と繁栄を

取り戻すことになるとし、うのが、全体の筋書きである21

ゾラは草稿のなかで、この小説には2つの側面がある

と述べている22 ひとつは政治小説としての側面で、あり、

フロランによって表されるやや生硬で夢想的な共和主

義の政治的挫折である。『ノレーゴ、ン=マッカール叢書』

は第2帝政期の枠内に収めることが当初の設定で、あっ

たために、フロラン一派の革命的行動も帝政下の話に

なっているが、実際、ゾラがこの小説を構想・執筆した

のはパリ・コミューン後のことで、あり23、フロランの政治的

挫折の物語には、コミューンの敗北が重ねられていると

みて間違いはないだろう。

もうひとつの側面は「芸術的側面」であり、こちらを引

き受けているのは、フロランの友人で、ある画家のクロー

ドである。ゾラはこの小説の「芸術的側面」について、

「それは近代的な中央市場であり、8つのパヴィリオン

の巨大な静物画であり、毎朝(パリの胃袋〉のど真ん中

でおこなわれる食料品の山の崩壊である」と草稿に書

いている。『パリの胃袋』のクロードは何よりも「フラヌー

ノレ」として、また「モデルニテ」の信奉者として登場する。

彼は、中央市場の鉄とガラスの近代建築に熱狂して、

とれこそが「現代芸術だ、写実主義だ、自然主義だ24J 

と叫び、また市場にあふれかえる食料品の「巨大な静

物画jを描くことに情熱を傾けている25

それでは、この小説における政治と芸術は、どのよう

な関係を持つのであろうか。この観点から、フロランとク

ロードの関係を考えてみよう。フロランの空想的な共和

主義は、あまりに世間知らずで無力で、あって、「太っ

ちょ」どもの「まっとうな」ブルジョワ社会の前に、敗北す

るしかない。それに対して、同じく 「痩せっぽちJの一員

で、ある貧乏画家のクロード・ランチエは、フロランからの

度重なる誘いにもかかわらず、政治に関わろうとはしな

い。「ぼくはエゴイストだ、国のために絵を描いていると

もいえなしリとクロードはいう。彼の戦いはもっと美学的

なものであり、個人的なものである。しかしクロードは、

自分がフロランと同類であることを意識している。彼は

フロランに、「ぼくがきみを好きなのは、ぼくが絵を描く

のとまったく同じように、きみが政治をやっているように

見えるから」であり、「きみはきみ流のやり方で芸術家な

のさ、政治を夢見ているんだjという26。ナオミ・ショアー

は、とのこ人の「分身Jdoublesが、「モダン・アートの

革命的側面を強調するJと同時に「革命の芸術的側面

を強調するjと指摘している27
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小説の筋書きから見ると、物語の最後は、フロランの

再逮捕によってふたたび陽気さを取り戻した中央市場

の「太っちょ」どもに対して、クロードが拳を振り上げ、

「まっとうな奴らというのは、なんて悪党なんだ

Quels gredins que les honnetes gens!と腹立ち紛れに

怒鳴る台詞で、終わっている。このことから考えると、この

小説で、は、フロランの敗北によって政治的にはいった

ん挫折する共和主義的「革命jは、画家クロードによっ

て美学的に引き継がれると考えることができるのではな

いだろうか。すなわち、もしも小説中におけるフロラン一

派の武装蜂起が、パリ・コミューンの記憶と重ねられると

すれば、クロード、の芸術的な革新は、芸術のレベルにお

ける一種の「共和主義」の探求と見なされ得るのである。

ここでいう「共和主義」とは、言葉の広い意味におけ

る反体制や自由につながる概念として理解しておきた

い。歴史家のモーリス・アギュロンは「ゾラとしづ名の共

和主義者jのなかで、当時のフランスの社会状況と共

和主義について次のように述べている。

ゾラは共和主義者を選択すべく、ごくふつうに運

命づけられていた。優れた、行動的なエンジニア

となるイタリア移民の息子として生まれたエミーノレ・

ゾラは、積極的で、教養もあり、パリから地方に気

軽に移り住むとし、うところの、いわば自分たちの伝

統やルーツより、むしろ立身出世やモデ、ルニテに

惹かれるような社会階層の出身者とし1える。やが

て父の死によって、家族が貧困におちいると、エ

ミールはパリで、それも編集・出版とし、う新しい職

業と結びついた、知的なプチ・ブルジョワジーの世

界で生きてして。出版の世界は、ボヘミアンや「各

流派の若者たち」とすぐ隣り合わせの、活発な場

で、あって、少なくともパリにおいては、すでにかなり

非キリスト教化していた。ところが、十九世紀半ば

ともなれば、地方の保守的な伝統もなく、ナポレオ

ン主義の伝統もなく、カトリシズ、ムにも染まっていな

い場合、その人聞を、君主制につなぎとめておけ

るはずもなかった。したがって消去法で、あるにして

も、その人間は、潜在的に共和主義者なのだ。で

は、その共和主義者なるものの定義を三つの言葉

でし1うならば、民衆と、権利と、自由の側に立つこ

とに他ならず、帝国なるものが、その正反対である

のは明らかで、あった28

『パリの胃袋』の芸術家クロード・ランチエは、貧乏で
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はあるが自由気ままな「フラヌール」であり、何よりもモ

デ、ノレニテの探求者で、あるO 鉄とガラスの建築物の賛美

は、伝統的な石の建築物に対立するものであり、また

静物画への傾倒は、アカデミックな歴史画への敵対に

他ならない。ゾラ自身とも共通するこうしたクロード、の美

学的な「新しさ」は、政治的な共和主義と結びつくもの

であることが理解されるが、ここにもうひとつ、興味深い

クロードの台詞がある。それは、自分を政治に引き入れ

ようとするフロランに対して、クロードが「もしもいつか、

きみが大臣になったら、パリの美化に関するアイデ、アを

進言することにしよう29Jと述べることである。

クロードが政治に望むことは、「パリの美化Jles em 

belissements de Parisで、あったが、これは先に引用した

『作品(制作)jのなかの壁画による装飾の問題と結び、つ

けることができるのではないだろうか。「壁とし1う壁が絵

で覆われるのだ。駅も、市場も、役所も、これから建てら

れるものすべてが装飾されるのだ。そうなれば建築家も、

もはやうかうかしておれないだろうよJ(傍点引用者)とク

ロードはしづ。1870年代において、「パリの美化jもしくは

都市の「装飾」は、「新しい絵画Jを信奉する画家たちの

関心事のひとつで、あったように思われるので、ある。

5. rパリの美化』あるいは都市の「装飾」と1870年代の

印象派絵画

1870年代における「パリの美化」もしくは「装飾」の問

題を考えるには、 2つの時代状況を確認しておく必要

がある。ひとつは、 1870-71年の戦争と内乱で、パリの町

が大きな破損を蒙ったこと、もうひとつは、第2帝政期に

おけるナポレオン3世とオスマンの都市改造により、多く

の建物が取り壊され、新たに建て直されて、直線的で

規格化された新しい町並みが形成されつつあったこと

である。第3共和制の初期には、このような都市ノミリを

新しい共和国の首都としていかに構築するかとし1うこと

が、芸術家たちにとって大きな問題で、あったO

美術史家のポール・タッカーは、 1874年の第1回印

象派展に関する議論のなかでこれまで見落とされがち

であった点として 、それが開催されたのは、
ポスト ・ウォー ポスト ・オス 7 ン

普仏戦争後、オスマン以降の共和主義的な首都の再

構築の文脈においてであること、また1870年代におい

て批評家たちが一般に印象派や芸術全般を語ったの

は、 「国家的回復Jnational recoveryの語葉によってで、

あったことを指摘している30 タッカーによれば、第l回

印象派展については何人かの批評家が痛烈な批判

をしたものの、好意的な評価を与える批評も少なくは
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なく、多くの人びとがサロン(官展)のアカデミスム絵画

が失ってしまった力を、とのグループ。展に感じていたと

しづ。タッカーは、この展覧会に出品され、ルイ=ルロ

ワによる噺笑の的となったことで、知られるモネの《印

象・日の出)H図7]についても、1870-71年の惨事との

関連で考察する必要があることを指摘している。つまり、

この作品の背後にシルエットを見せているのは、マル

セイユに次ぐフランス第2の商業港で、あるノレ・アーヴル

港の大型帆船や蒸気船のマストや煙突で、あり、「この

絵は光と大気を歌う詩であると同時に、ふたたび活力

を与えられたフランスの力と美への讃歌であると見な

すことができる31Jとし1うのである。

すでに述べたように、普仏戦争とパリ・コミューンの内

戦がフランスに与えた傷手は大きかったO 多額の賠償

金、アルザ、ス・ロレーヌの割譲、そして多数の死者に加

えて、パリ市内で、のコミューン軍と政府軍の銃撃戦に

よって、多くの建物も損傷を受けた【図810さらに、コ

ミューンが崩壊する寸前の1871年5月23日には、市の

中心部から火の手が上がり、翌24日にかけて、パリは

大火災に見舞われた。灰;壊に帰した建物は、市庁舎

以外にも、大蔵省、レジオン・ド、ヌール宮、オルセ一宮

(会計院と参事院)、チュイルリー宮、など多数にのぼっ

た32【図9]。第3共和制初期のフランスに必要だったの

は、イ可よりもこうした悲惨な記憶からの回復で、あった。そ

のことは、1878年の万博に際して、フランスの成し遂げ

た驚異的な回復をある種の感慨を持って回想するゾラ

の次の文章からも窺うことができる。

1871年の私たちの不幸な出来事をすべて、思い

起こす必要がある。8年前のことだが、当時フラン

スは、瀕死の状態にまで打ちのめされ、あたかも

断末魔の痘壁状態で、横たわっているようだったO

血にまみれた敗北と、敵の侵略がもたらした恥辱

と廃嘘に続いて、内戦が私たちにまさしく不名誉

の刻印を押した。二度にわたって包囲されたパリ

は、古代のソドムやバビロンのように、まさに破滅

へと向かって猛り狂ってしく都市の光景を呈して

いた。ある五月の夜、あたかも巨大な薪の山から

火の粉が吹き出したように、町のあちこちで火災が

起こり、風が周囲何里にも渡って、細かい灰をまき

散らした。その後2'"'-'3年間にわたって、野次馬た

ちがヨーロッパ中から、わが国の廃境を見るため

に押し寄せた。旅行客たちは、ロシアからも、イギ

リスからも、ド、イツからもやってきて、市役所とチュ
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イルリ一宮殿の廃嘘を見に行くのだった。彼らは

黒こげになった壁を眺め、ひとつの国民全体が起

こした狂気の発作に不安を覚え、考え込みながら

立ち去るのだった。我が国を愛する人々は、これほ

どすさまじい危機の後で国家が立ち直るには、少な

くとも四半世紀はかかるだろうと考えながら、すっか

り悲しい気持ちで帰途についた。敵に殺されたり、

内戦の犠牲になったりした何千人もの人々、 ドイツ

に支払った50億フランの賠償金、産業や商業の不

振によるさらに大きな損害、血と金との未曾有の損

失、財務と行政の完全な混乱、史上かつてなかった

ほどの風紀と国民精神の乱れ !

8年が経ったO 今や私たちは、廃嘘から抜け出し

た。8年間の労働と節約がすべてを埋め合わせて

くれた。一時は死に瀕したかと思われた傷の痕も

もはや見つからないだろう33

1870年代の絵画と「パリの美化」ないしは「装飾」の

問題を考えるとき、まずはこうしたパリの惨状からの回

復を考慮に入れないわけにはし、かない。実際、廃嘘

は長いあいだ残っていた。たとえば市庁舎の再建が

始まったのは1874年で、ようやく完成したのは1882年

のことであり、オルセー宮などは廃境のまま30年近く放

置された34 印象派の画家たちが、これら破壊された

ノミリの風景をほとんど描かなかったことは確かである。

彼らはむしろ、モネの((チュイルリー))(1876) [図10]が、

チュイルリ一宮や対岸のオルセ一宮の廃嘘をそれとわ

かるようには示さず、代わりに隣接するルーヴル宮の

建物や美しい庭園、豊かな緑を描いたように、心地よ

い都市風景を提示することをめざした35 同じモネの

《キャピュシーヌ大通り))(1873)【図11]やルノワールの

《グラン・ブールヴアール))(1875)【図12]は、多くの人

びとや馬車が行き交う目抜き通りの賑わいを鮮やかな

色彩で描き出して、娯楽と商業に捧げられた近代的な

都市の姿を示した。印象派の絵画は、むしろこうした

活力を持った幸福感をもたらすイメージを提示すること

で、人びとの心に癒しを与える役割を果たしたともいえ

よう。しかし一方で、これらの時期の都市風景画に、惨

事の記憶を読み取る解釈もある。たとえば、ドガの描

いたコンコルド広場は、とりわけ政治的な意味を持つ

場所であり、71年の5月には2箇所に重要なバリケード、

が築かれ、激しい戦闘のあったところで、ある【図13]。ド

ガの《コンコルド広場(ルヒ。ック子爵とその娘たち)))

(1873頃)[図14]は、広場がブルジョワの父娘が散歩
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できるまでに安全で平和な場所に回復したことを表し

ていると同時に、モチーフの極端な切断や中心を外

れた構図によって、この広場における彼らの居心地の

悪さをも示しているとも考えられる36

いずれにせよ、 1870年代の都市風景画は、多かれ

少なかれ普仏戦争およびコミューンの記憶との関連に

おいて考察することが可能であるが、このような廃嘘と

化したパリからの回復に加え、第3共和制下において

新しい絵画をめざす画家たちの関心を呼んだのは、オ

スマンのパリ改造によって作り上げられた直線的な町

並みと単調な建物を批判し、より共和国にふさわしい

都市景観を作ることで、あった。そのためのキーワードと

なったのが「装飾jである。

ルノワールは、 1877年に第3回印象派展と軌をーにし

てジョルジュ・リウ、イエールが発行した雑誌 L'lmpr，θS 

SJCJn刀l討θ において、編集者への書簡の形で2つの記事

を書いている37 ここで、ルノワールが問題にしているのは、

絵画とし、うよりはむしろ建築であり、その「装飾Jl' orne-

mentation， la decorationである。4月14日付けの最初の

記事では、古いルーヴル宮の装飾が美しいのに対して、

新ルーヴル宮のそれが「重苦しく、凡庸jであること、戦

争省の建物の装飾はさらに嘆かわしいこと、オペラ座の

正面に貼り付けられた群像(カルポ一作)が建物と調和

していないなど、「これら第2帝政下で、道路に大量にば

らまかれた記念建造物」を非難している。そして、「野蛮

と称される時代に作られたゴ、シックの建造物が、うごめき、

ごった返し、素晴らしく、多様であるのに対し、現代の建

造物が、閲兵式の兵隊のように冷たく、整列しているの

はなぜか38Jと自問している。ここに読み取れるのは、ル

ノワールが、軍事力を背景とした第2帝政期の圧政を象

徴するような厳格で芸術性に欠けた建築物とその装飾

を批判し、より民衆的で活力にあふれた多様な装飾を

希求していることである。

4月21日付けの2回目の記事では、公共建築物を装

飾する壁画と彫刻を問題にし、近年の壁画、とりわけ新

オペラ座の壁画については「勿体ぶって、生気がなく、

まったく均衡が取れておらず、装飾するべきものとの調

和が取れていなしリと述べている。ルノワールが求める

のは、「金色の輝きをも恐れない変化に富んだ力強い

色調j、「建造物の細かなアラベスクの線のさなかで生

き生きと活気づいているように見える色調」である。彼

は現代において壁画のなんたるかを理解していた画

家はドラクロワだけで、あるとし、とりわけ「色彩」を希求

する。「装飾における絵画作品は、多色 polychrome
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でなければ価値を持たない。色調がその調和のなか

で変化に富んでいればいるほど、絵画は装飾的にな

るだろう。Jそしてルノワールは、現在の国立美術学校

でなされている教育を批判し、建築家は過去の遺物を

模倣するのではなく、「モデ、ルニテのなかで、その価値

を持つことになる形態と色彩を探すために、自然のな

かへ、あるいは自身の脳髄のなかへ赴くJil irait dans 

la nature ou dans son cerveau chercher une forme et 

une couleur qui auraient alors leur valeur dans la 

moderniteことが必要であるとしづ。そしてこのことを理

解した新世代の建築家が出現するまでは、建造物の

指揮は画家に任せるべきであると主張している39 この

ルノワールの言葉には、ゾラの美術批評と「自然主義j

の影響を見いだすことができる。後述するように、おそ

らくルノワールは『パリの胃袋』の読者であり、またゾラ

とも議論していたであろう。

これらのルノワールの論考を掘り起こしたロパート・

L・ハーパートは、ルノワーノレが最初の記事で、編集者の

ジョノレジュ・リヴイエールに対して、「われわれがしばし

ば建築について語った会話」を喚起していることに言

及し、当時の印象派の画家をはじめ、多くの同世代の

ノミリジャンがこの問題に関心を持っていたことを指摘し

ている40。ゾラも含め1840年代生まれの彼らは、 1850年

代から始まったパリの解体と建設工事のさなかに青年

期を送っており、新しし1パリの建築がし1かにあるべきか

としづ問題はつねに彼らの議論の種になっていたと考

えられる。

建物を「装飾」するとし1うノレノワールの議論と大いに

関連を持つのは、カイユボ、ットが第3回印象派展に展示

した《ペンキ職人たち))Aθ'lntr，θS en batlInent(l877)【図

15]である。この作品は、極端なまでに誇張された遠近

法によって示された、単調で、直線的なオスマン空間の

なかで、商店(酒屋もしくはレストラン)の届先に色を

塗っているペンキ職人たち peintres(=画家たち)を描

いている。ジュリア・サグレイヴズは、この「ペンキ職人J

としづ呼称、が、当時、作品を「仕上げなしリままにしてい

ると考えられた印象派の画家たちに対する蔑称であり、

また実際のペンキ職人のマニュアルによれば、 peinture

d'impressionとし、うのは、最初の下塗りを指すことから、

カイユボ、ットがわさ、とそうした言葉遊びを利用した可能

性を指摘している41。梯子に登って仕事をするペンキ職

人たちはまた、都市労働者でもある。ここには、父親の

財産を高齢、だ裕福な新興ブ、ルジョワで、あると同時に、さ

まざまな出自の芸術家集団で、ある印象派グループ。のな
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かで、画家として仕事をしたカイユボ、ツトの複雑な階級意

識が反映されているように思われる。前景で道路の上

に立ち、塗られた壁を眺めている監督者風の男は、画

家であると同時に、印象派の仲間の作品のコレクター

で、もあったカイユボ、ット自身を表しているようである。さら

にその背中には、黒いシルクハットのブルジョワ紳士の

後ろ姿が重なるように描かれているが、この二重の姿は

彼自身の両義的な姿を示しているとし、えよう。

以上に見てきたように、 1870年代の第3共和制初期

においては、都市の建築物ととりわけその「装飾j、ジュ

リア・サグレイヴズの表現を借りれば「町に色を塗るこ

とJpaint the cityが、新しい共和主義的な芸術を求め

る画家たちにとって重要な問題となっていたのである。

そこでは、色彩、多様性、「自然J、階級の混交、活力、

群衆、などが語られ、それらが70年代の「モデ、ノレニテJ

の構成要素になっているように思われる。

6. Wパリの胃袋』における近代建築とその装飾

すでに述べたように、『パリの胃袋』の芸術的側面を

代表する画家クロードは、中央市場の鉄とガラスの近

代建築に熱狂し、また市場にあふれかえる食料品の

「巨大な静物画Jを描くことに情熱を傾けている。中央

市場はオスマン計画の一環として、バルタールの設計

により建てられた鉄とガラスを主体とした建築で、 1857

年から58年にかけて鮮魚棟、野菜棟など6棟が作られ、

その後さらに4棟が加わった。ルノワールも、先に引用

した1877年の記事のなかで、「ノザでは中央市場が唯

一、真にオリジナルな性格を持ち、その用途に適した

姿を持った建造物で、ある42Jと述べているが、ここには

明らかにゾラの『パリの胃袋』の影響が認められる。

この小説においてゾラは、オスマン計画の所産であ

ると同時に、彼が「蒸気機関」にも警える近代産業の象

徴であるパリ中央市場の建物を、色鮮やかな野菜や果

物で装飾し、さらに光の変化のなかでそれが美しく推

移する姿を描き出している。第1章は真夜中の情景から

始まり、しだいに夜が明けて、朝日が差し、太陽が燦々

と輝くまで、の時間の経過をたどっているが、まずは夜明

け前の閣のなかで、カンテラの光が照らし出す色鮮や

かな野菜の描写を読んでみよう。

今や地面には、荷おろしされた野菜が車道にまで

広がっていた。・・・・・・カンテラの光が揺れながら通

ると、暗がりのなかから唐突に、肉厚のアーティ

チョークの塊や、サラダ菜の繊細な緑や、ニンジン
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の珊瑚にも似たパラ色や、カブのくすんだ象牙色

が浮かび上がってくる。そしてこうした強烈な色彩

が稲妻のように、カンテラの光とともに野菜の山の

あいだを流れてゆくのだったO 歩道には人があふ

れはじめていた43

フロランとクロードは中央市場を俳佃するが、夜明け

が近づくにつれ、大量の野菜や魚介類、バターや卵や

チーズが運び込まれてくる。切り花の市場は、 「パラや、

スミレや、ダリアや、マーガレットの花束jでいっぱいで、

「光の加減で花束は血痕のような暗さを帯び、銀灰色

の実に微妙なニュアンスにかげっていたj。そして、ろう

そくの光に照らされて、「マーガレットの鮮やかな彩り、

ダリアの鮮血のような赤、スミレの青さ、バラの生き生き

とした花弁が、周りの暗がりから浮き上がり、色彩の鋭

い歌声をあげているかのようだった4¥J 

これらの野菜や花々を見て、クロードは「毎朝パリの

ど真ん中へ押し寄せてくるこの食物の氾濫が大好きな

のだ」と語る。

何度も夜通し露天売り場をほっつき歩いては、巨

大な静物画の素晴らしいタブローを夢見ている。

実際に描いてもみた。・・・・ーでも難しい。美しすぎる

んだよ、この野菜、この果物、この魚、との肉は!

フロランは腹を押さえながら、この芸術家の熱狂的

な言葉を聞いていた。クロードがこの瞬間、それら

の美ししものは食べ物なのだとし1うことをまるで考

えていないことは明らかだった。彼はそうしたもの

を色彩のゆえに愛していたのだ45

画家で、あるクロード、にとっては、これらの野菜や果物

は「色彩J~こ還元されている。 それは鉄とガラスの無彩

色の建物に色を塗るための色彩である。しかしこの段

階では、まだそれらは闇のなかで人工の光を浴びた色

彩でしかない。しかし、ようやく夜明けが訪れ、太陽が

昇ってくると、あたりの光景は一変する。

クロードは熱狂して、ベンチの上に立ち上がって

いた。そして無理やりフロランに、野菜の上に昇る

朝の光を眺めさせた。それはまさに海だった。...

・・・そして朝焼けの光がランビュト一通りの奥に炎

の噴出となって昇るにつれて、野菜たちは次第に

目を覚まし、地上にただよう広大な青さのなかから

姿を表してくるのだった。ホウレン草の箱、スカン
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ポの箱、アーティチョークの束、インゲンやエンドウ

豆の山、藁の紐で、しばったレタスの山が、漆のよう

なさやの緑から、葉っぱの濃い緑まで、緑のあらゆ

る音階を歌い上げていた。・・・・・・しかしひときわ高く

鋭い声で、歌っているのは、やはりニンジンの鮮や

かな赤色 Oestaches vives des carottes)とカブの

清純な白色Oestaches pures des navets)で、市場

に沿って大量にばらまかれ、その二つのけばけば

しい色で、市場を輝かせていた。......反対側のサ

ン=トワスタッシュ広場のオレンジ色の西洋カボ、

チャが大きな腹を見せて二列に並び、ランビュト一

通りの入り口をバリケードのようにふさいでいた。そ

して龍に入ったタマ不ギの赤褐色の光沢、トマトの

山の血のような赤、積んだキュウリの黄色っぽい控

えめな色、ナスの塊の暗い紫などが、あちこちに

転々と輝いていた。しかしその一方では、大きな

黒ダイコンが葬式の布のように並べられて、目覚

めの震えるような歓びのなかに、なおしてつかの間

の穴を残していた46

この描写は、何よりもまず、色鮮やかな色彩の斑点

( taches)で構成された-幅の絵画である。あらゆる色

調の緑を背景に、赤と白、オレンジ、赤褐色、鮮紅色、

黄緑色、紫色などが点々と輝き、ところどころを黒が引

き締めている。ただしこの朝の光を浴びた明るい描写

のなかで、「バリケード」と「葬式の布」の喚起は、小説

なかでフロランがかつて官憲に逮捕された1851年の

クーデタ事件や、より直接的にはパリ・コミューンの内戦

の記憶を想起させるものであることに注意しておきたい。

というのも、パリ中央市場近辺というのは、歴史的にも

幾多の民衆蜂起の拠点のひとつで、あったからである。

こうした観点から見ると、この第1章の中央市場の描写

においては、まだ内戦の記憶は生々しく残っているよう

に思われる。いくつかの箇所を引用してみよう。

フロランはモントルク、イユ通りの下を見つめていた。

十二月四日の夜、警官隊につかまったのは、まさ

にあの場所だったのだ47

フロランは、すぐそこのサン=トウスタッシュ教会の

壁で、銃殺されかかったことを思い出していた。グル

ネタ通りのバリケード、で、っかまった五人の不運な

人々が、その場所で銃殺隊に頭を撃ち割られた

のだ。五つの死体が転がっていたのは、今バラ色
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のハツカダイコンの山が見える歩道のあの場所

だったはずだ48

二人は龍や野菜をまたぎながら、友だちのように

肩をならべて歩いた。ランビュト一通りの露天売り

場では、カリフラワーが驚くほど規則正しく砲弾の

ように積み重ねられて、いくつもの巨大な山をなし

ていた49

反対側の歩道では、屠殺されたままの子牛が別の

荷馬車からおろされている。子牛は布に包まれて、

大龍のなかに子どものようにごろつと寝かされてお

り、見えるのは大きく開いて血にまみれた四本の

脚だけだ0 ・・・・・・何台もの長い二輪馬車に行く手を

遮られて立ち止まった。雨よけのシートでおおわ

れた荷台には麦わらが敷かれ、荷枠の両側には

二つ切りにされた豚が並んで吊されている。荷車

の後ろが扉のように開いているさまは、まるで埋葬

前の遺体安置所か、聖植を納めた礼拝所とし1った

ところで、規則正しく並べられたむき出しの肉が、

枢を囲んで燃えるろうそくのようだ50

とりわけとの最後の描写においては、内戦で命を落

とした多数の死者の棺が喚起されているようである[図

16]0 

ゾラが『パリの胃袋』を真夜中から夜明け、そして次

第に輝きを増す朝の光の描写で始めたのには、戦争

とコミューンの傷手から立ち上がり、復興するフランス

を暗黙のうちに表しているように思われる。ゾラが『パリ

の胃袋』を構想したのは1871年末から72年初めのこと

であり、さまざまな取材や準備をおこなった後、実質的

な執筆に入ったのが72年秋頃、 12月末までに完成し

て、 73年1月12日から3月17日まで『国家jL 'Etat紙

に連載、同年4月19日に単行本として出版としづ経過

をたど、っている51 この日付を詳しくあげたのは、前章

の最初に取り上げたモネの《印象:日の出》が、やはり

1873年の初め、ちょうど、ソ、ラがこの小説を雑誌に連載

していた頃に制作されていると思われるからである52

タッカーの主張を考慮に入れるならば、同じ「日の出」と

いう主題を持つ両者が、し1ずれも70-71年の惨状からの

「回復」を祈願する企図を持っていたことは確かであろう。

ここには、ゾラと印象派とのあいだに、緊密な共闘関係

を見いだすことが可能である。モネが1876年に《サン=

ラザーノレ駅))連作を描くのは、時間とともに推移する光
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の効果に応じて、その色彩や様相を変化させる中央市

場の描写に触発されてのことで、あったに違いない。

このように、『パリの胃袋』はモネやルノワール、カイ

ユボ、ットといった印象派の画家たちにとって、 一種の

「座右の書」であり、 1870年代の都市風景画に一方なら

ぬ影響を与えたと思われる。そのことが、マネの壁画プ

ランにおける r~パリの胃袋』としづ今日では聖別化され

た表現」としづ言葉につながるのである53

7. 1878年6月30日の祝祭と「革命的装飾J

都市の装飾と共和主義とし1う観点から見て看過でき

ないのは、 1878年6月30日の祝日を描いたモネとマネの

絵画である54 モネの((モントルグイユ通り))【図17]と《サ

ン=ドウニ通り))【図18]、そしてマネの((旗で、飾られたモ

ニエ通り))2点【図19】【図20】の計4枚の作品がある。い

ずれも3色旗によって華やかに飾り立てられた通りが描

かれているが、マネの2枚目の左下に描かれた、祝祭の

華やかさに水を差すような松葉杖の男が特徴的である。

これらの作品をめぐってはいくつかの研究があるが、

とりわけジェーン・マヨ・ルースによる、当時の政治状況

を踏まえた解釈は説得的である55。先に述べたように、

1870年代の特に後半においては、マクマオン大統領を

擁する王党派と、下院を制した共和派の勢力が桔抗し

ていたが、これらの絵が描かれた当時、両者の緊張は

かなり高まっていた。1878年5月1日、パリ万博が成功の

うちに開幕したことで勢いに乗った共和派陣営で、は、 7

月14日を国民の祝日にしようとする動きが出たが、それ

を快く思わなかった王党派のマクマオン大統領は、急逮

6月30日を国民の祝日と定め、 50万フランの予算を投じ

てパリを飾り立てたのである。しかし、この6月30日とし1う

のは、政治的にはまったく何の意味も持たない日付で

あったO ただ7月14日よりも前であること、それによって共

和派の機先を制することだけが重要で、あったようだ。こ

の決定に対して、急進的共和派の集まりで、あったパリ市

議会は大いに憤慨したとし、うことであるが、マネのほとん

ど赤で塗りたくられた激しいタッチの絵は、この祝祭に

対する共和派の憤滋を表しているようである。とりわけ左

下の大きな赤い三角形の部分は、「自由Jの共和主義

的なイコンである赤のフリギア帽の形を想起させる。

ここで、とれらのマネやモネの作品に対して示唆を

与えた可能性のある『パリの胃袋』の一節を取り上げた

い。それは小説の最後の方で、フロランが革命を企て

ているのではなし1かと疑ったりザが、自宅の屋根裏のフ

ロランの部屋に入る場面である。それはもともと若い庖
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員の娘が使っていた部屋で、あったO

上で、彼の部屋に入ったとたんに、彼女はショック

を受けた。子どもっぽくかわいらしいベッドには、

床まで垂れる大量の赤い肩章で、無数の斑点が

つけられている (toute tachee d' un paquet 

d'echarpes rouges)oマントノレヒoースの上の、金色

の箱とポマードの古い瓶のあいだには、赤い腕章

が積み重なり、また大量の記章も巨大な血痕のよ

うに広がっている。そのうえ壁の釘としづ釘には、

色あせた灰色の壁紙の上に、色とりどりの布が

引っかけられて、壁面を飾り立てていた。それは

黄や、青や、緑や、黒の四角い旗 (desdrapeaux 

carres， jaunes， bleus， verts， noirs)で、リザはそれ

が以前に見た二十の支部それぞれの旗であること

に気づいた。子ど、もっぽい部屋は、この革命的装

飾 (cettedecoration revolutionnaire)に怯えている

かのようだった56

ここではとりわけ、「革命的装飾」品、う言葉に注意を

喚起したい。先に述べたように、 70年代の印象派にとっ

て、「装飾」は重要な問題で、あった。そしてここでもまた、

赤をはじめ鮮やかな色彩の斑点(taches)が問題になっ

ている。との小説を読んだマネは、との赤の氾濫に反応

したと思われるし、おそらくモネもこの一節を記憶してい

たのではないだろうか。とし、うのはあまり指摘されないこ

とであるが、モントノレグイユ通りとサン=ド、ウニ通りは中央

市場から北に向かう通りだからであり、モネがカンヴァス

を据えた建物は、中央市場のすぐ近くに位置している57

しカもモントノレグィユ通りは、『パリの胃袋』のなかで、フ

ロランが51年のクーデタの際に官憲に逮捕された場所と

して、その名前が出てくるのである。

もうひとつ、マネの松葉杖の男について、これまで指

摘されていなし吃思われることを述べておきたい。この

男については、これまで普仏戦争かコミューンの内戦

で負傷した「傷療軍人Jとしづ説(コリンズ58)、また「兵

士」とし、うよりも「労働者」であり「貧民」であるとしづ説が

あり(カスル59)、それぞれ図像的源泉も指摘されている。

同じ1878年に、マネはこの男の正面スケッチを『乞食た

ちJlLθs Mendiantsとし1う音楽アルバムの表紙に使っ

ているが、それは急進的な民衆詩人ジャン・リシュパン

の詩「乞食たちの歌Jにマネの友人の音楽家ジャン・ド・

カバンヌ(通称カバネール)が作曲したものである。たし

かに、「傷療軍人」にしても「乞食」にしても長い図像学
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的伝統があり、またマネは実在のモデ、ルをスケッチした

と思われるが、われわれはこのイメージの直接的な源

泉を、ドーミエのリトグラフ((7月の英雄、 1831年5月》【図

21]に求めたいと思う。ちょうどマネがこの作品に取りか

かる時期の直前、 1878年の4月15日から6月15日にか

けて、ドーミエの死の数ヶ月前に、友人たちの尽力で

初めて彼の大々的な個展がデ、ュラン=リュエル画廊で、

聞かれていた60が、マネがそこに足を運んだことはほ

ぼ間違いないだろう。

((7月の英雄、 1831年5月》は、コンコルド橋の欄干の

上で、まさにセーヌ川に身を投げようとする男を描いて

いる。コートは公営質屋の質札でできており、首から下

げたロープの先には、バリケード、の記憶で、ある舗石の

ひとつがしっかりと結び、つけられている。この絵は、 7月

革命後に権力を掌握したのが、ノレイ・フィリッフ。を国王に

据えた富裕なブ、ルジョワ階層で、あって、実際に7月革命

を戦った民衆は、身投げをせざるを得ないような状況に

陥っていることを示している。マネは1830年の革命の闘

士を、 71年のコミューンの闘士に重ねたのであろう。ちょ

うどゾラが、 51年のクーデタの犠牲者と71年のコミューン

の犠牲者をフロランのなかに重ねたように。

マネの((モニエ通り》にはもう1枚、 《舗石工事人のい

るモニエ通り))【図22]と題された作品があり、いずれも

サン=ペテルスブルク通り4番地のマネのアトリエの窓

からの光景である。との道路工事は、おそらく祝祭の

日よりも前におこなわれたと思われるが、との3枚はほ

とんど同じ大きさで、構図も近似しており、マネにおい

てはおそらく唯一の「連作」といえるだろう。前年の

1877年にモネが((サン=ラザーノレ駅))連作(12点)を描

いて第3回印象派展に出展しているが、し1ずれも駅の

構内や近辺を描いているものの、同じ構図を使ってい

るものは少ないのに対し、マネの((モニエ通り))の場合

は、自分のアトリエの窓からとし1うこともあって、 意識的

に同じ構図を使っている。この点において、マネの「連

作J形式は、直前の1878年4月に出版されたゾラの『愛

の一ページ』としづ小説からのヒントがあった可能性が

大きい。この小説で、は、保守的なブルジョワ階層に属

するヒロインが、 パッシーの高台にある自宅のアバルト

マンの窓からパリのパノラマを眺める描写が5回にわ

たって規則的に繰り返され、季節の移り変わりゃ登場

人物の心理を映す鏡となっているが、これはゾラが印

象派の絵画を堅固な形式のなかにはめ込むことに

よって、それを構造化しようとした試みに他ならない。

マネはまた、 ((モニエ通り))シリーズ、に関しては、アトリエ
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の窓からの光景を実際にスケッチしたとおぼしいデ、ツ

サンを何枚か残している。したがって3点の油彩は、

「生の断片」風に日常の光景を切り取ったように見える

が、実際はスケッチをもとに十分に構想された作品で、

あることは確かである。

《舗石工事人のいるモニエ通り))で、は、前景に、舗石

を掘り起こして工事をしている7'"'-'8人の労働者の姿が

描かれている。一見何気ない日常的な光景であるが、

この「舗石工事人Jpaveursの語は、バリケード、と民衆

の蜂起を思わせるものである。先に見たドーミエの((7月

の英雄》のリトグラフで、身投げしようとする男が、舗石

の一つをロープロの先にくくりつけていたことを思い起こ

したい。ヴィクトール・ユゴーは、その日記のなかで、

「民衆のもっとも素晴らしい象徴は、舗石である」と書い

ていた61 道路工事人の主題は、クールベの((石割り))

(1849)【図23]やパリの解体工事を描いたドーミエのリト

グラフに頻出する工事人夫のような、無名のプロレタリ

ア労働者を想起させるものである。この主題の選択に

は、前年の1877年12月末日に、コミューンの闘士で

あったクールべが、亡命先のラ・トウール・ド・ペレスで

死去したことも関わりがあるのだろうか62 クールベも、

前述のドーミエも、ともに不遇な晩年を送ったことをマ

ネは思い起こしたかもしれない。また、とりわけ深く身を

屈曲させた姿で描かれている最前景の4人の工事人は、

ミレーの《落ち穂拾い))(1857)や、カイユボットの((床に

飽をかける人々))(1876)のシルエットと同様、過酷な肉

体労働を示唆するイメージである。

3枚の((モニエ通り))を連作として見たとき、そこには

黙々と労働する人々、赤い旗に象徴される共和主義の

理想や情熱、そして人生と社会の敗残者である孤独な

松葉杖の男としづ一種の「労働者物語Jを構築してみる

ことも可能ではないだろうか。この主題は、 1876年から

77年にかけて執筆され、大ベストセラーとなったゾラの

『居酒屋』に呼応するものである。真面目な働き者だっ

たクーポーは、屋根から落ちて右足を折ったことから居

酒屋に入り浸るようになり、仕事に嫌気がさして転落の

道をたどるが、怪我の後のクーポーに関して、次のよう

な記述があることに注目したい。

そして脚が治ったとき、彼は仕事にひそかな恨み

を抱くようになったO 毎日毎日、猫みたいに、樋を

ったって動き回るなんて、まったくいやな商売だ。

ブルジョワどもは、かしこいよ! 自分で梯子にの

ぼる危険を冒すには臆病すぎるものだから、ひと
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を死にに追いやって、自分たちは暖炉のそばに

しっかりと身を落ち着けて、 貧乏人どもを馬鹿にし

てやがるんだ。......さらに2ヶ月間、クーポーは松

葉杖をついて歩いたペ (傍点引用者)

ここには「梯子jと「松葉杖Jという、マネの絵に共通

する要素がある。「梯子」は、しばしば高所で作業をす

る都市労働者の仕事の危険性を示しており、それが途

中で切断されていることは、その不安定性や土台の不

確かさを強調していると考えられる。カイユボ、ットの((ペ

ンキ職人たち》でも、高い梯子が画面の中央に2台も据

えられ、職人たちの仕事と切っても切り離せない重要な

付属物となっていたことを思い起こしたい。マネは、自

分の絵に梯子を書き入れたとき、前年の第3回印象派

展で、展示されたカイユボットの絵を想起したにちがいな

い。マネもまた、自身を「町に色を塗る」ペンキ職人と同

一化しなかっただろうか? 彼が市役所の壁画プラン

を構想するのは、その翌年のことである。

マネの((モニエ通り))の情景にもう少し、注目してみると、

右側に連なるのは漏酒な町並みで、通りを行き交う辻

馬車や、黒いシルクハットのブルジョワ男性、白いドレス

の女性、男女のカップ。ルなどが識別で、きる【図24]【図

25]。モニエ通りとし1うのは、サン=ラザール駅のすぐ

北の線路沿いに、 1869年に開通したばかりの真新しい

通りで、ヨーロッパ橋のすぐ近くで、もあり、娼婦たちが利

用するホテルや娼館 maisonde rendez-vous， maison 

closeがあった通りで、ある64。ゾラは『ナナ』のなかで、そ

うしたメゾンのマタ守ムで、あるロベール夫人の家を、モニ

エ通りに位置づけている。

ロベール夫人はモニエ通りに住んでいた。それは

ヨーロッパ橋界隈の新しい静かな通りで、庖は一

軒もなく、小さくて狭いアバルトマンに分かれた美

しい家々に住んでいるのは、ご婦人方ばかりだっ

た。時刻は5時。人気のない歩道に沿って、丈高く

白い家並みの貴族的な平穏さのなかで、株式仲

買人や卸売り商人たちのクーペ馬車が停車して

おり、男たちは部屋着を着た女たちが待っている

と思われる窓の方を見上げながら、すばやく身を

隠すのだ、った65

ゾラの『ナナ』の方がマネの絵より後で、書かれている

ので、ゾラはこの描写を、マネの絵を見て書いたとも考

えられる。モニエ通りとし、うのは、ナナのような成り上がり
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の娼婦が出入りする新興ブ、ルジョワ地区で、鉄道駅、橋、

デ、パートなどの集まる流通の空間で、もあった。この「新し

いパリ」が『ナナ』の世界であるとすれば、道路工事人や

松葉杖の男が属しているのは『居酒屋J](1877)の労働

者の世界である。周知のように、この『ルーゴ、ン・マツ

カール叢書』第7巻と第9巻はし1わば連続しており、ナナ

は『居酒屋』の屋根職人クーポーと洗濯女ジェルヴェー

ズの娘である。マネは、ゾラの『居酒屋』に想を得て、 《ナ

ナ))(1877)や《プラム酒))(1878)を描いたと思われるが、

同じ頃に描かれた((モニエ通り))連作で、は、労働者の世

界が、新興のきらびやかなパリと対比されている。とりわ

け松葉杖の男のいる絵においては、『居酒屋』の最終章

での、 零落して町をさまようジェルヴェーズ、の姿と、 パリ

の近代化によって「恥ずかしくなるほどきれいになった

界隈jの対比を重ねることも不可能ではないだろう。

その年は、町中は上を下への大騒ぎだったO 昔の

ポワソニエールの市門をなくして、外周道路と交

差するマジャンタ大通りとオルナノ大通りが聞かれ

たのだ。もう見違えるばかりだ、った。・・・・・・ジェル

ヴェーズもまた、住み慣れた場末の薄暗い一角を

壊してしまう、この都市の美化をいやがっていた。

彼女の憂穆はまさに、自分が零落の一途をたどっ

ているときに、町が反対に美しくなってしてところか

ら来ていた。人は惨めな暮らしをしているときには、

頭上に燦々たる光を受けることは好まないものだ。

だから彼女は、ナナを探して歩いているときに、 資

材をまたいだり、建設中の歩道で難儀して歩いた

り、防御柵にぶつかったりすると、無性に腹を立て

た。オルナノ大通りの美しい建物は、彼女を激怒

させた。こういう建物は、ナナのような娼婦のため

のものだ66

マネの松葉杖の男が歩く道の左側は、瓦礁をせき止

める板塀が、 黒っぽし、横縞の影を落としており、その歩

行の障害や困難を示すかのようである。この男の姿は、

すでに述べたドーミエのリトグラフとの関連によって、マ

クマオン政権下での元コミューンの闘士の悲惨を思わ

せると同時に、ゾラの『居酒屋』に描き出された救いが

たい労働者の悲惨が投影されており、共和主義者とし

てのマネとゾラの共通の関心を明らかにしている。そし

てこうした2人の共振が、翌1879年、共和派の勝利を見

た後の、 パリ市役所壁画プランにつながってくることに

なる。このなかで「パリの地下JParis-Souterrainとしづ
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表現は、パリの労働者の世界を示唆しているのではな

いだろうか。

8. r蒸気機関車と鉄道員』の主題、そして《フオリ・ベル

ジエールの酒場》から『ボヌール・デ・ダム百貨庖』ヘ

ゾラの文学世界とマネの絵画の共同性は、市役所の

壁画プランが受け入れられなかったことで、終わったの

ではない。マネがセーヌ県知事に宛てて表明したプラ

ンは、その後のマネの作品制作にも受け継がれている

ように思われる。たとえばマネは、1879-80年に((クレマ

ンソーの肖像》【図26]、1880年に、後に短期間ではあ

るが美術大臣となる代議士で、若い頃からの学友でも

ある《アントナン・ブルーストの肖像》、そして1881年に

はパリ・コミューンの後、ニューカレドニアに流刑になっ

ていた共和主義者アンリ・ロシュフォールの小舟で、の脱

出を描いた((ロシュフォーノレの脱出))【図27]および《ア

ンリ・ロシュフォールの肖像》を描いているが、これらは

壁画プランのうち「市民としてパリの偉大さと富に貢献し

た、あるいは現に貢献しているすべての同時代人Jの

ギャラリーを描きたいとしづ意図にも適っている。

マネの評伝のなかで、もっとも定評のあるエリック・ダラ

ゴンの伝記によれば、1881年の夏をマネはヴェルサイ

ユの別荘で過ごしたが、健康状態はあまり芳しくはな

かった。7月30日付のマラルメへの手紙で、は、ポーの詩

集のための挿絵デッサンの依頼を断っている。「私があ

なたと何かの仕事に一緒に乗り出すことが好きなのはご

存じで、しょう。でも今は、私の力に余ります。あなたが求

めていらっしゃることをうまくやることはで、きないように思

います。私にはモデ、ルがいませんし、とりわけ想像力が

まるでありません。ろくなものは描けないでしょう670 Jこれ

は、マネの体力や気力の低下とともに、彼が実際のモデ

ルなしには制作で、きないことを示す文面でもある。

この夏マネは、庭の風景や静物画などいくつかの

小品を描くにとど、まったが、パリへ戻る頃になると、もっ

と重要な作品に挑戦したいとしづ気持ちが生まれてき

たようである。r10月は天気がよくて、次の展覧会のた

めに何か始めることができるといいのですが680 J次の

年、すなわち1882年のサロンに展示されるのは《フオ

リ・ベルジエールの酒場))で、あるが、この時点で、マネが

考えていたのは、鉄道を主題としたまったく別のタブ、

ローで、あった。そのことを示すのは、同年10月22日付

けで、西部鉄道会社の車両・機関車部門の主任技

師からマネに送られた手紙である。そこには、「貴殿

は、当方の車庫のひとつで、機関士と運転士の乗っ
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た蒸気機関車のスケッチをしたいとの申し出をされま

した69Jと書かれており、それについての指示を与える

手紙で、あった。

画家のジョルジュ・ジャニオがマネの言葉として伝

えるところでは、マネは「鉄道員Jcheminotsを「現代

の英雄Jheros modernesとして讃えていたとしづ。

「ある日 、ヴェノレサイユから帰ってくるとき、私[=マネ]

は蒸気機関車の機関士と運転士の近くに乗ったO こ

の二人の男たちの光景は素晴らしかったO その冷静

さ、その忍耐力といったら ! まったくすさまじい仕事

だ ! 彼らは現代の英雄だ ! 体がよくなったら、彼

らの絵を描きたいものだ700 J体調のせいか、それとも

他の事情があったのか、結局この計画は実現されな

かったO しかし、この主題は、壁画プランのなかの「パ

リの鉄道JParis-Chemins de ferに対応するもので

あると同時に、蒸気機関車の運転士を主人公とした

後のゾラの小説『獣人Jl(1890)を思い起こさせるもの

でもある。ゾラがこの鉄道犯罪小説の具体的な構想

に入るのは、1888年のことであり、マネの死後かなり

経ってからで、ある。しかしゾラは、すでに1878年にパリ

=ル・アーヴル線の線路にほど近し1メタ守ンに家を買っ

て以来、鉄道を主題とした小説を書くアイデ、アを持っ

ていた。ゾラはマネにそうした話をしたのだろうか。マ

ネがゾラの小説『ナナJl(1880)にかなり先行して《ナ

ナ))(1877)を描いたように、その可能性は否定できな

い。しカも主題は労働者たちで、あって、ゾラの示唆が

あったことは大いに考えられる。

この頃、1880年9月20日から1881年9月22日まで、52

週にわたって、ゾラは『ル・フィガロ』紙に、後に『キャン

ペーン(論戦)Jl Unθcampagnθ (1882)品、うタイトルで

まとめられることになる一連の記事を連載している71 こ

れは、ゾラの文学的・政治的・社会的な信条を表明す

る一連の「自然主義キャンペーン」の一環で、あって、文

芸批評・政治風刺・風俗時評など、さまざまな種類のテ

クストを含んでいるが、とりわけこの『ル・フィガロ』紙の

連載において顕著なのが、その政治的側面である。ゾ

ラのセルクル版『全集』の編者アンリ・ミトランの解説によ

れば、1879年に王党派のマクマオンが大統領を辞任し

て以来、中央左派の共和派が実権を握り、第3共和制

は新たな出発点に立ったが、ジュール・フェリー、ガン

ベッ夕、クレマンソー、 ロシュフォールその他何人かの

リーダーのあいだで、激しい権力抗争が起きた。ゾラは、

デマゴギーや策略の乱れるこうした政治的混乱に怒り

を覚え、「優秀な人間だけが、国家にもっともふさわし
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い、知的な人間として権力の座につく共和国jを夢見て、

とりわけガンベッタの陣営に対し論戦を挑んで、いる。ミト

ランによれば、ゾラの記事は「政治的信条の表明」であ

るよりは、 「共和国を心から愛し、それが出世主義の金

銭取引にまみれているのを我慢できない男の怒りとい

らだちの発作Jであるとしづ72 この論戦により、さまざま

な方面からの攻撃を浴びたゾラは、失意と憂穆のうちに

「アディユーJAdieuxと題した最後の記事を書くが、

それは連載の終わりであるとともに、ゾラの15年以上に

及ぶジャーナリズ、ム活動全般からの別れで、もあったO お

そらく、その最後の記事に関してであろうと思われるマ

ネの手紙が残っている。

今朝の新聞を今か今かと待っていました。あなた

を賞賛する最初の一人でありたいのです。あなた

はこのキャンペーンのあいだ中、私がずっと以前

から好きだった勇ましく、率直で誠実な人間

l'homme crane， franc et honneteでした73

このごく短い文面からわかることは、マネが連載のあ

いだずっと、ゾラの読者で、あったこと、同じ共和国を愛

する人間として、マネがゾラに深い共感を抱いていたと

いうことである。マネとゾラの出会いはまさにジャーナリ

ズムを通じてであり、マネは生涯、彼のぺンによる力強

い擁護を忘れることはなかったD アントナン・フ。ルースト

は、「私に対して完壁で、あった人間を悪くいうことは愚

かなことだ」としづマネの言葉を伝えている74 ゾラの記

事 「アディユー」は、ジャーナリズ、ムに一旦別れを告げ

るもので、あったが、その最後はジャーナリズ、ムが「全能」

toute-puissanteで、あることを再確認、する言葉で、終わっ

ている。

ジャーナリズ、ムは、生命であり、行動であり、人を

酔わせ、勝利するものだ。......それは、たとえあな

たをすのこに載せて引き回したとしても、またしば

しば愚かで、嘘つきで、あったとしても、今世紀のもっ

とも勤勉で、もっとも効果的な道具のひとつで、ある

ことに変わりはない。そして現代に必要な仕事に

勇敢に乗りだした人聞はだれでも、ジャーナリズ、ム

に恨みを抱くどころか、戦いが必要になったときに

はいつで、も、そこに武器を借りに戻るだろう75

上記のマネの手紙は、 9月22日付けのこの最後の記

事に対する謝辞に違いない。マネ自身、スキャンタ守ル

79 

にまみれ、ジャーナリズ、ムによって「すのこに載せて引

き因される」思いをしたので、あったが、そのマネを救っ

たのもゾラによるジャーナリズム記事で、あったO

このようなゾラへの共感が、おそらく 「鉄道員」の主題

に結びついた可能性もあるが、この主題をあきらめたマ

ネが次に取り組んだのは、最後の大作、 1881年冬から

82年春にかけて制作され、 82年5月のサロンに展示さ

れた《フォリ・ベルジエールの酒場ii【図28]で、あったO

この絵の源泉のひとつが、ゾラの『パリの胃袋』の一

場面であることは、すでに指摘されている76 それは、ブ

ロランが居候する弟夫婦の、モダンに改装されたシャ

ノレキュトリーのカウンターに座っている「美人のリザ」を、

フロランが眺める場面である。

その日、彼女は見事なまで、に新鮮だった。彼女の

エプロンと袖の白さは、皿に白さに連続しており、

太った首とバラ色がかった頬のところで、は、ハムの

淡い色調と、透明な脂肪の白っぽさがふたたび息

づいていた。彼女を眺めているうちにフロランは気

後れがして、この豊かに整った肩幅に不安を覚え、

ついには、屈に張りめぐらされた鏡のなかに映っ

た彼女を盗み見ることにした。彼女はそこに、後ろ

からも前からも、横からも映っていた。天井にまで

も、逆さになった頭に髪をしっかり束ね、残りの前

髪を真ん中から分けてこめかみにぴったりとつけ

た彼女がいた。それはまさに群れをなしたりザの

一団だった77

カウンターに収まっている女性、並べられた商品と女

性との連続性、張り巡らされた鏡、そこに映る断片的な

女性の姿、など、ゾラのイメージとマネの絵画のあいだ

には、多くの共通点がある。パリ市役所の壁画装飾ブロ

ランのなかで、マネは、〈パリの胃袋〉とし1う表現を持ち

出し、 「我々の時代の公的かっ商業的な生活Jla vie 

publique et commerciale de nos joursを描きたいと書い

ていた。《フォリ・ベルジエールの酒場iiは、その目的に

まさしく符合しているように思われるのである。

マネがこの作品を制作していた81年から82年にかけ

ての冬には、ゾラは次作の小説『ボ、ヌール・デ・ダム百

貨j苫』のための取材に入っていた。小説の最初の構想

である「エボーシュJEbaucheは、 1882年初頭に書か

れたと考えられ、また82年の2月 3月にゾラは、夫人とと

もにボン・マルシェやルーヴル百貨!苫を頻繁に訪れた

り、関係者へのさまざまな聞き取り調査をおとなったりし
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ている。執筆を開始したのは、 82年の5月28日であるが、

これは5月のサロンに展示された《フォリ・ベルジエール

の酒場》を見た直後であろう。

《フォリ・ベノレジェーノレの酒場))は、実際のフォリ・ベル

ジエールのパーメイド、で、あるシュゾンという女性をモデ

ルにしている。これは一種のショーウインドー絵画で、あ

り、彼女の姿は、カウンターの酒類や果物や花の見事

な静物画でもある商品類とともに、展示されている。そ

して、彼女の目の前には後ろの鏡に映っている光景、

すなわち燈爆としたシャンデ、リアに照らし出された男女

の客たちの群れが広がっている。フォリ・ベルジエール

は、1869年に作られた劇場兼カフェで、さまざまなスペ

クタクルやアトラクションとともに、周歩廊を設置して

人々の出会いの場を提供していた遊興施設であるが、

当時大躍進していたパリのデ、パートも、商品のスペクタ

クルと人々の出会いの場を提供するとしづ意味で、大

衆消費社会が生み出した同様の娯楽空間で、あった。

ゾラの小説のヒロインは、ノルマンディの田舎町から

パリに出てきた若い娘ド、ワニーズ、で、ある。小説は彼女

がきらび、やかに飾り付けられたデパートのショーウイン

ドーを前にして呆然と立ち尽くすところから始まる。な

かには女庖員たちの姿が見えるが、ド、ウニーズもまた

売り子となり、商品とともに展示される存在となる。この

大衆消費社会における「売り子」としづ存在への注目

において、マネの絵画とゾラの小説は、またしても互い

に呼応するのである。マネの絵の鏡のなかで、は、バー

メイドと男性客の関係が灰めかされているが、ゾラの描

くデ、パートの女庖員たちも、恒常的にそうした誘惑にさ

らされている。ゾラの小説において、ド、ウニーズ、を苦し

めるのは、過酷な労働と安い賃金、たえまない誘惑、

商品との隣接性から来る同一化、さらには労働者であ

りながら、上流の婦人客とつねに接触することで、より

過敏に感知される階級問題などである78 こうした消費

社会の興隆とともに登場した「売り子」に対するゾラの観

察は、《フォリ・ベルジエールの酒場))の社会史的分析

にも応用できるだろう。

『ボ、ヌール・デ・ダム百貨庖』は、 1882年12月17日か

ら翌83年の3月1日にかけて『ジル・プラス』紙に連載さ

れ、翌3月1日に単行本として出版された。マネが亡く

なったのは、同年の4月30日のことである。

9.おわりに

本稿では、1879年のマネの市役所装飾フ。ランを中

心として、1873年の『パリの胃袋』から1883年の『ボヌー

80 

ノレ・デ・ダム百貨届』まで、約10年間にわたるゾラの小

説とマネおよび印象派の絵画との関係について検討し

てきた。すでに述べたように、 一般にはゾラとマネの共

闘関係は、1860年代後半がピークであると考えられて

きたのに対し、 70年代から80年代初めにかけても、マネ

が亡くなる直前まで、両者のあいだには、とりわけ共和

主義者として共通の社会的な主題やモチーフが存在

したことが、ある程度まで実証できたと思う。

第3共和制初期のフランスにとってもっとも大きな関

心のひとつは、 70-71年の普仏戦争とパリ・コミューンで、

荒廃し疲弊した都市パリを復興するとともに、新しい共

和国の首都として再構築することで、あったO とりわけ画

家たちの関心は、第2帝政期のオスマンの改造によっ

て作られた単調で面白みのない都市を、より多様で活

気に満ちた色鮮やかな空間へと「装飾」することへと向

けられた。マネの市役所壁画ブρランもそうした共和主義

的な「装飾jの一環として考えられるが、鉄とガラスの中

央市場を野菜や果物の鮮やかな色の斑点(taches)で

彩色したゾラの『パリの胃袋』は、画家たちにとって一種

の「聖書」で、あったように恩われる。それは彼ら芸術家

の社会的使命を表明すると同時に、現代的な主題を、

色彩や光の効果とし1った新しい造形表現によって提示

するもので、もあった。との小説は、モネやルノワール、

カイユボ、ットらの都市風景画、そしてマネの((モニエ通

り》連作にも影響を与えているが、とりわけマネの作品

には、新興の町並みと労働者の悲惨が対比され、同時

期のゾラによる『居酒屋j~ナナ』と共通する社会認識が

認められる。さらに、マネの最後の大作((フォリ ・ベル

ジエールの酒場))もまた、『パリの胃袋』の一場面を源泉

としているが、この絵はさらにゾラの小説『ボヌール・デ・

タ守ム百貨居』へとつながっている。両者は、1880年代に

入ってますます進展する商業主義のなかで、新しく生

まれてきた「売り子」とし、う新たな労働者に注目し、その

眼差しを作品の中心に据えているのである79

ゾラは、 1881年のサロン評を最後に、ジャーナリズム

への別れを告げたのと軌をーにして、美術批評からも

ほとんど退いてしまう。マ不の死後、モネやルノワール、

セザンヌらはそれぞれの道を歩み、より絵画的・造形表

現的な方向へと深化していくが、ゾラは純粋絵画への

興味をやや失ってしまうように見受けられる。ゾラの曙

好は、純粋絵画よりもむしろ商業美術へと向かうようで

ある。すで、に『パリの胃袋』のクロードは、フロランに向

かつて、自分のこれまでの最高傑作は、シャルキュト

リーのショーウインドーで、あることを言明していた。『パリ
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の胃袋』でも、都市を「装飾」していたのは食料品であり

「商品」で、あったが、『ボ、ヌール・デ・ダム百貨盾』になる

と、ショーウインドーや各売り場の装飾は、小説の描写

のきわめて大きな部分を占めるまでに前景化してくる。

この小説における商業美術は、ショーウインドーにとど

まらず、巨大なホールの大規模なインスタレーションに

までいたるが、その采配を振るうのはボ、ヌール・デ・ダム

の社長であり、自ら「粗暴・巨大派Jl' ecole du brutal et 

du colossalを名乗る「パリーの陳列師j、オクターヴ・

ムーレである80

こうした商業美術こそが、実は「都市装飾」の大きな

ファクターに他ならないのではないだろうか。ここに喚

起されるのは、19世紀絵画の範時を超えて、その巨大

さと、粗暴なまでの荒々しさ brutaliteによって大衆に

ショックを与える現代芸術に近し1ものである。そしてここ

にはまた、ゾラ自身の小説美学との深い関連が認めら

れるのである。

本稿は、平成21年度~平成24年度科学研究費補

助金基盤研究(C)研究課題「ボードレールからゾラへ、

美術と文学における「モデルニテJ概念の継承と変容J

(研究代表者:吉田典子、課題番号21520328)の研究

成果の一部である。

図1マネ《肉屋の行列))1870-71， Biblioth句ue

nationale， Cabinet des Estarnpes， Paris 
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図2 マネ《バリケード))c.1871， Szeprnliveszeti Muzeurn， 

Budapest 

図3マネ《バリケード))c.1871-72， Biblioth何回 nationale，

Cabinet des Estarnpes， Paris 

図4マネ《内戦))1871-73， Bibliotheque nationale， Cabinet 

des Estarnpes， Paris 
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図5 マネ《ポリシネル)) 1874， National Gallery of Art， 

Washington 

図6撮影者不詳《マクマオンの肖像))c.1870s， 

Bibliotheque nationale， Paris 

図8撮影者不詳《リヴォリ通りのバリケードの残骸))1871年

5月、 H.Roger Viollet Collection 
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図9 サバティエ《炎上する市庁舎、 1871年5月24日》、アン

トシャルパンティエ発行『パリとその廃塩』所収、 1873年、大

悌次郎記念館

図13 撮影者不詳《コンコルド広場のバリケード》、写真誌

『コミューン下のパリ』所収、 1870年代後半、川崎市市民

ミュージアム

図14 ドガ《コンコルド広場(ルヒ。ック子爵とその娘たち))) 

c.1873， Presumed destroyed 
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図7モネ《印象:日の出))1873， Musee d'Orsay， Paris 

図10モネ《チュイルリー))1876， Musee Marmottan， Paris 

図11モネ《キャピュシーヌ大通り))1873， Musee Pouchkine， 

Moscou 
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図12ルノワール《グラン・ブールヴアール))1875， Phila-

delphia Museum of Art 

図15カイユボ、ット《ペンキ職人たち))1877， Private collec-

tion 

図17 モネ《モントルグ、イユ通り， 1878年6月30日の祝日》

1878， Musee d'Orsay， Paris 
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図18 モネ《サン=ドウニ通り， 1878年6月30日の祝日》

1878， Musee des Arts et de la Ceramique， Rouen 

図19マネ《旗で飾られたモニエ通り))1878， Buhrle Col-

lection， ZUrich 

図20マネ《旗で飾られたモニエ通り))1878， Mr. and Mrs. 

Paul Mellon 
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図22マネ《舗石工事人のいるモニエ通り))1878， Private 

collection 
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